
調査研究 蕊 報

建造物研究室

春日大社未指定建造物の調査春I ．| 顕彰会より| : 副指定頑要文化財建造物以外の摂社，末社および

移殿についての調査依頼を受け，奈良県文化財保作事務所と共同でI 淵f f f を実施した。洲汽対象

は榎本・一之| ･ ･ 八所・紀{ ﾉ ﾄ ・放戸・水谷・金能神社の社殿で，それらについての実測・写真撮影

を行った。また，社蔵文1 1 ｝のうち造営関係文･ ＃のⅢ録と写真複製を作成した。次年度に移殿の

分布 I 淵査と報 ( ' 減ド刊行の予定である。（宮本）

金剛輪寺庭園の実測調査滋賀県教育委此会の依蚊をうけて，近江八幡巾に所在する金剛輪寺

| ﾘ j 蒜院庭園の実測を↑ｊった。面積８，４００ｍ2 . 1 0 0分の１の|※|面作成。’ 8 5年３月。

（安原・出1 . ' １．尚瀬・光谷・内川）

歴史研究室

興福寺典籍古文書の調査昨年度にひきつづき，同寺所蔵の古文‘ # : ・架教函のうち第６４．６９．

７０．７２．７３函の洲i I ド作成をすすめ，｜r i l 時に第３函にたちもどって洲I H : の点検を行いつつ興編寺

文避典籍f 』洲| 録の原稿を作成した。‘ 淵杏は５，６，９，１０，１１ﾉ j ，1 9 8 5 年２ﾉ j の計６Ｍにわたっ

て行った。（鬼頭，他）

法隆寺典籍古文書の調査昭和資財I 限作成の一環として記録占文灘の‘ 淵杏を，奈良I K I 立博物館

と典I r i l で行った。今ｲ f 度は' ' １１噸から乙６函までの洲1 1 $ 作成および写真搬影を終ｒした。内容

は篭町時代の記録から江) i 時代の文1 1 ) : 顛を含んでおり，法降寺の歴史を' ﾘ j らかにするうえで貰

頭であることがわかった。（鬼頭，他）

法隆寺百万塔陀羅尼の調査陀羅尼経3 , 0 0 0 余点のうち，一応1 , 8 0 0 点について，経典及び版式

による分類，法1 1 t 蝉のI 淵代を終了した。なお，1 9 8 4 年度/ k に陀羅I ら締2 , 0 0 0 点ほどが，あらた

に発見されたので，その追加分についても洲汽をはじめた。あわせて，マイクロフィルムによ

る台帳奄録，写真撮影を ↑ j った。（鬼頭，他）

薬師寺典籍古文書の調査東〃( 大学史料細纂所との第５I g I 共同洲奄である。前I 1 j l にひきつづき，

第１０，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１９，２０函について調査を行い，うち第１０，１５，１７，１９函は洲

井作成を光ｒした。また第１３，１５，２０耐について写真撮影を行った。内容は近世文. 盤が中心で

ある ｡ ’ 8 4 年７Ｈｏ（鬼頭．綾村．佐藤．寺崎）

仁和寺典籍古文書の調査従来の調査にひきつづいて，御経蔵第1 5 1 函および江) 一i 時代の記録

類（仁和寺' 三I i ; 1 - 1．年貢納帳・執達所Ｉ. ' 記・諸迦帳等）の洲誓作成を行った。’ 8 5年３月。

（鬼頭・加藤・綾村・佐藤・寺崎）

その他の調査イi I l I 寺( 7～8 ﾉ j ，１２ﾉ ｣ ) ( 加藤・綾村・佐藤) ，醍測寺（８月) ( 鬼頭・綾村) ，東京大学史

料締墓所烏津家文[ 1 $ のI 淵汽を行った。
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平城宮跡発掘調査部

神野向遺跡の発掘調査備陸ＩＫＩ鹿島郡街推定地の第４次洲森である。今l h l は倉院の北東約1 0 0 ｍ

で，那庁I | ；殿と前殿，及びこれを州む回廊・柵を検出した。人きぐは3 1 , 1 の建稗えがある。開

始時期は8 1 1 1 紀，廃絶時期は1 0 世紀後半と袴えられる。郡庁域の規模は束I 凡i 約５３ｍ, 南北5 1 ～

5 2 ｍである。茨城県鹿島町所在。' 8 4 年９月～' 8 5 年３月。（毛利光．松村）

横滝山廃寺の発掘調査（第４次）第３次調査で発兄した建物の全体像を把握するために，今回

は台地中央部で発掘調査を行った。東I l L i 約１２ｍ，南北約１０ｍの金環と推定される仏堂ﾉ , f 鯉を

確認した。基壊の外装は木造で，四辺ともにその痕跡をのこしていた。新潟県寺泊町ﾉ ﾘ 『在。’ ８４

年８川。（上野）

彦根城二の丸御殿跡の発掘調査昨年度に続いて滋災県彦根市教育委員会が実施した彦根I l j 博物

館建設のための噸前発掘『淵査を指導した。］う･ 定地はl K l の特別史跡に指定されているため，博物

館は二の丸御殿の復原を．i i 眼に櫛想され，ほぼ敷地全域の調査を行なって，ノI j 和年間刺' １/ : 以来

の御殿の全容が明らかとなった。遺構の保存状況は良好でとくに池庭はイi 組みが残存し，移築

現存する能舞台の' ' 1 位満も明らかになり，復原する予定である。工’ 1 ; は地下辿柵に影郷のない

工法を採り磯土盤地のうえ， 1 9 8 4 年 l 1 j j よ り蒲工。（宮本）

横須賀城跡の整備基本計画作成静岡県大須賀l I 1 j . の依頼により横鎮賀城跡の娯備ﾉＩｆ本計l I I I i i I ドを作

成した。‘ 汁耐はまずl 充城時における城の地判りを復腺する作業を行い，これをもとに現況をふ

まえながら整備のあり方を袴えた。『史跡・縦鎮賀城跡( 復原と雌境整備のための基本計画) 』として

報告沓作成。 ’ 8 4 年４月～ ' 8 5 年３月。（田中・高瀬・本 ｢ ' １）

史跡篠山城二の丸の発掘調査．整備計画指導篠山城二の丸は1 9 8 1 年度から発掘淵査を続けている

が，1 9 8 4 年度は南端部の発掘調査を行い，内向きの御殿にともなう庭1 判築山・塀・瀧などを検

出し，二の丸のほぼ全域の洲査を終_ r した。発掘洲査とともにその成果と古図などにもとづき１

二の丸保存整備の韮本計i I I 1 i の作成を指導した。兵庫県篠1 1 1 町所在。（岡川・安原・l I I I i 1 ）

宝塚古墳環境整備三頭県松阪I i i 教育委旦会の依頼により，l K I 指定史跡宝塚i I 干墳の環境整備雌

本計I I l 1 i の指導を行った。全域が米調査であるため，現状には手を加えず，墳丘の形状を視覚的

に捕えることができるよう樹林の疎林状抜開を主眼とし，淵: の嘘土盤形と園路，便碓施I 没の

敷設を計両案に繰りこんだ。次年度は荻本計i I 1 j i の指導に入る予定。（旧中・本中）

建物復原に際しての材料工法の検討平城宮跡幣備の一方法として人規模建築( 例えば朱推門) を復

原建設しようとした場合の材料と．1 是法に関わる問題を文化庁の依頼を受けて1 9 8 0 年度以降検討

を加えてきた。本年度はおもに砿〃' i 建築におけるド嗣軸部の補強と遺跡保謹と建物のI 牒岐化を

はかるための基礎工法との二点につき検討した。（細兄）

ユッカ．ヨキレート氏の招請1 9 8 4 年1 1 川にユッカ・ヨキレート氏を学術振興会の援助を得て州

講した。氏は，ＩＣＣＲＯＭ（ローマ文化財修復国際センター) で建造物保存・修復コースの主任を務

めている。今1 1 1 | は初めての米１１で2 0 1 1 間滞在し，その間| | 本の歴史的建造物や町並を訪れ，そ
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の保存についてヨーロッハでの事例を比Ｉ陵して，｛: | |災点を指摘した。ｕ本の今後の文化財保ｲｊ４

についての多くの示唆を符た。（ｋ野）

埋蔵文化財センター

青谷遺跡の発掘調査束|ﾉLi ２０．９ｍ，｜櫛北１２．９ｍのﾉ1噸規模をｲj する束|ﾉLi 仰建物，この北とI ﾉＬｉ

側にＬ字形に配された廊状の礎｛i 処物２棟，’ ' 1心殿舎とl l i l j 状建物とを結ぶ牒敷舗道・築地状施

I 没，ル雌柱建物などを検||{した。礎ｲi 進物はいずれもﾑl j 曲: きで，I l i l : 瓦の人､ドはi I l I 内ＩＥＩ分寺とＩＩｉｌ

樋である◎’ ' 1心殿介とみられる束|ﾉ L i 桃礎( i 建物のｌ: M然満の側峨には螺を使川している。この遺

跡は従来，寺跡とされていたが，進物l I I i d慨や変進などの状#' 1, から, ｢竹原〃行' ( ﾉ1' 」脱もｲj ﾉJ であ

る。大阪府ｲ ' ' １１%( I l i l ﾘ r : / 。’ 8 4 ｲ Ｉｉ９ノj ～1 0 ﾉ 1．（1 1 1水，' ' ' ' ' 1）

松本城二の丸跡の整備1979 ｲ 1：から継続してきたこの事業も６年' 1の今年度で全てを終ｒした。

発掘1淵i i f の成果とI I i 似|から復原した御殿跡の膜原的幣備，襟側のｲ. i i I 1・上肢の修１１Mと復原，ｌﾘｌ

治時代に襟を埋めて造った' ' 一' 数判} ﾘ f I i i i の｜橋撤去，唯一の江戸時代辿緋である上賊の修理など

が終った。‘ 淵介終備一体の報f I i I I I : も|: I ｣↑』され，城郭跡保序盤術の》, L水を示すことになった。隆

野県松本 I | j 所在。（安原・宮本）

森将軍塚古墳の整備今年度は斑ｲi 復原のﾘﾐ施I 没! ; |･の蚊終検討･を終え，1980年事業開始以来５

年||にしてようやく墳匠復原|: ' |#のｲ‘ ' f I : をみた。戦庇（特に後' ' 1部）のWI i がいびつなため，没

Ｉ汁が雌航し，呪場の辿刀で術Ｉｌｉしながら後l i j 部東側の一部の週: ｲ i 復原が施l : された。隆野県史

埴 I l i 所在。（安原・水下）

故山内清男博士収集資料の整理1970ｲ f に逝去された博- |: の収集賢料のうち，茨城県那珂湊I I i 海

門Ⅲ1. 1- 5，菊地氏宅に保獅されていた土器・イi 器などの砦I l f 費料，ならびに' 又' ; I |: ・雑I 芯・地形

図などの文献盗料を，御遺族の承諾にj I Lづき，1984年５ﾉ｣２４．２５のI I l I j l l ，／Ｍ: 舎３階人会談顎

に移動した。老I I i 盗料はリンゴ函３９３個，木製Ｗｉ､ i 1, 052個，ダンポール函20州にあり，文献

盗料は，木製キャビネット32州，地|判ケース４冊，ダンボール函３個に! ; ＩＩｉめられていた。別ｲ ' ' ｆ

後，港I f i 費料は共休的な幣理作業に入る前の状況, 1Ｊ: 典を，ライカ版2, 600コマに搬影し，文献

資料は，８４年度/kまでに，l XI 1I I : 3, 503111} ( 和漢IＩ2, 944冊，欧文, 1ド599冊)の分狐盤理を遂行した。な

お，センター研修川実測資料として，イ. i 器の一部を活州した。（松沢・満水次）
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